
日向灘及び南西諸島海溝周辺の地震活動の長期評価（第二版）ポイント

・ 地震調査研究推進本部の下に設置されている地震調査委員会は、防災対策の

基礎となる情報を提供するため、将来発生すると想定される地震の場所、規模、

発生確率について評価し、これを長期評価として公表している。

１．海溝型地震の長期評価

・ 海溝型地震とは、2枚のプレート間のずれによって生じる

プレート間地震と、沈み込む側のプレート内部で発生する

プレート内地震を指す。大きな津波を伴うこともある。

３．将来発生する地震の場所・規模・確率

（概要１）

・ 「日向灘および南西諸島海溝周辺の地震活動の長期評価」（平成16年2月公表）

を改訂し、公表する。

・日向灘や南西諸島周辺及び与那国島周辺における巨大地震の

発生可能性を新たに評価

・1771年八重山地震津波と同規模以上の津波が複数回発生した

ことを踏まえ、同地震津波タイプとしてその発生可能性を評価

・複数の領域においてマグニチュード（M）7程度の地震が発生す

る確率は最も高いⅢランクに分類されている

４．評価のポイント

注） 本評価で評価対象領域・地震を再編したため、場所と規模の範囲が異なり、厳密には初版と対応しない
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・ 最新の知見を踏まえ

て地震を再評価

・ 不確実性を踏まえ、

現在の科学的知見を

考慮した評価

・ 評価対象領域・地震

を再編
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２．改訂のポイント

評価対象地震 規模 本評価
（参考）

初版注

日向灘周辺

日向灘の巨大地震 M8程度 X ―

日向灘のひとまわり小さい地震 M7.0～7.5程度 Ⅲ
M7.6程度：Ⅱ

M7.1程度：Ⅲ

安芸灘～伊予灘～豊後水道の
沈み込んだプレート内のやや深い地震

M6.7～7.4程度 Ⅲ Ⅲ

九州中央部の沈み込んだプレート内の
やや深い地震

M7.0～7.5程度 X X

南西諸島海溝周辺

南西諸島周辺及び与那国島周辺の
巨大地震

M8.0程度 X ―

南西諸島周辺のひとまわり小さい地震 M7.0～7.5程度 X X

与那国島周辺のひとまわり小さい地震 M7.0～7.5程度 Ⅲ Ⅲ

南西諸島北西沖の
沈み込んだプレート内のやや深い地震

M7.0～7.5程度 Ⅲ X

1771年八重山地震津波タイプ Mt8.5程度 ― ―

30年以内の地震発生確率
Ⅲランク：26%以上 Ⅱランク：3～26%未満 Ⅰランク：3%未満 Ｘランク：不明


